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近年、K-POPを中心に日本やヨーロッパなどに広がっている新韓流ブームは、韓国のブランド力高揚と製造業・サービス産業の成長につながるシナジー効果を産み出している。この状況についてBBCは、＂韓流は、サムスンに代わる韓国の新国家ブランドである＂と評価し、香港の亜州週刊は、＂IT産業の成功は、韓国の実力を世界に知らしめ、韓流文化は、韓国の魅力を裏付けている＂と報道した。外国人を対象（31ヶ国、8230人）にして韓国の代表産業に対するイメージを調査した結果、1位の自動車をはじめ、4位がドラマ、8位が映画、11位がオンラインゲーム、13位がアニメーションなどコンテンツ産業が高い順位内に多数含まれていた。（序文より抜粋）
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